
学校番号 211 

令和２年度 理科 

 

教科 理科 科目 
化学基礎 単位

数 
２ 年次 １年次 

使用教科書 化学基礎（実教出版） 

副教材等 
新訂エクセル化学基礎（実教出版） 

スクエア最新図説化学(第一学習社) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

高等学校での化学は、粒子という観点からの中学校での理科「(１年)身のまわりの物質とその性

質、物質の溶解、状態変化、(２年)原子・分子、化学変化と質量の保存、質量変化の規則性、化

合・酸化還元・化学変化と熱、(３年)原子の成り立ちとイオン、化学変化と電池、酸アルカリと

イオン」の学習を前提に、物質についての理解を深めます。また、物質量という概念を用いて、

量的な関係を明らかにしていきます。中学校での理科に比べ難しいと感じるかもしれませんが、

しっかりと学習すれば、物質についての理解が深まり、興味がわいてくると思います。重要事項

はしっかりと理解し覚え、問題演習を行い身につけてください。また、教科書を読むときは、常

に“なぜ”という疑問をもちながら読むようにしていると、深い理解とともに化学に対して興味

がわいてきます。 

 

２ 学習の到達目標 

われわれのまわりには、様々な物質が氾濫しており、日々それらを利用して便利で快適な生活し

ている。それらの物質を適切に使い、また、環境への配慮ができるためには、物質についての正

しい理解が不可欠である。化学基礎では物質を理解するための基礎を学ぶ。化学式を用いて物質

の構成や変化が表現でき、物質量の概念を用いて量的な関係を求めることができる力を身につけ

る。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身のまわりの物質や

物質の変化に興味・

関心をもち、意欲的

に探究しようとする

とともに、物質に対

して科学的な見方や

考え方を身につけて

いる。 

 

化学や化学現象の中

に疑問を見出し、探

究する過程を通し

て、事象を科学的に

考察し、導き出した

考えを適切に表現し

発表できる。 

化学に関する観察、

実験を行い、基本操

作を習得するととも

に、結果を記録、整

理、分析する力を身

につけている。 

化学や化学現象に

ついて、基本的な概

念や原理を理解し

知識を身につけて

いるとともに、量的

関係が扱える。 



評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

実験 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

実験 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

実験 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

実験 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
 
 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

物
質
の
構
成 

人間生活の中の化学 ○    a:身のまわりの物質に興味関

心をもち、意欲的に探究しよ

うとする。 

b: 原子の電子配置が原子の性

質に大きく影響しているこ

とを理解する。  

c: 性質の違いにより物質が分

離されることを、実験を通し

て理解する。 

d:イオン結合と共有結合の違

いを理解し、組成式・構造式

を書くことができる 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

物質の探求   ○  

原子の構造と 

元素の周期表 

 ○ ○ ○ 

化学結合 ○ ○  ○ 

２
学
期 

物
質
の
変
化 

物質量と化学反応式  ○  ○ a: 酸や塩基の性質は何に起因

するのかに関心をもち、酸塩

基の反応の本質を探究しよ

うとする。 

b: 原子・分子を量的に扱うに

はどのような方法があるか

を探求し考察する。 

c: 中和滴定の実験を通して、

器具の基本的な使い方や操

作を身につける。 

d:物質量の考え方を理解し、問

題演習を通して、化学の様々

な場面で、量的な扱いができ

るようになる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

酸と塩基 ○  ○ ○ 



３
学
期 

物
質
の
変
化 

酸化と還元 ○ ○ ○ ○ a: 生命活動にも重要な酸化還

元反応に関心をもち、その本

質を探究しようとする。 

b:さまざまな酸化還元反応を、

酸化数で統一的に表現でき

るようになる。 

c:酸化還元反応はどのような

現象として現れるのかを、演

示実験から学ぶ。 

d:酸化還元反応の本質である

電子の授受を理解し、量的な

扱いができるようになる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


